


1　 研究の成果　　(1000字 程度)

(図表 も含 めて分 か りやす く記入 の こと)

　水成膜泡消火薬剤 はフ ッ素系界面活性剤 を含 む泡消火 薬剤 で主 に石油火 災 に用い られ て

お り、その消火性能 の高 さか ら全国へ の普及 が検討 され てい る。 しか し、 その環境影響 に

ついてはほ とん ど検討 され ていない。 そこで本研究 ではその環境影響 を明 らか にす る と共

に代替物 に関す る知見を得 ることを 目的 と した。

　OECD　 301Cの 活性汚泥法に基 づいて環境水 中での挙動解析 を行 な った ところ、環境水 中

の微生物の働 きによって水成膜泡 消火薬剤 か らPFOS(Perfluorooctane Sulfonate)が 発

生す ることが確認 され た。PFOSは その高 い生態蓄積性 と毒性 か ら新 しい環境 問題 で ある

PFOS問 題 として近年注 日を浴びている。 ここでモデル物質 を用 いて挙動解析 を行 な い、

PFOS発 生機構 をFig.1の よ うに提案 した。

　 次に燃焼による生成物 の検討 を、流通系反応装置

を用いて行なった。その結果、水成膜 泡消火薬剤か

ら粉 じん状 としてPFOSお よび類縁化合物 のPFOA

(Perfluorooctane Acid)、 気体 として環境汚染物質

のHFやSO2な どが環境 中に排出 され るこ とが確認

された。同様 にモデル物質 を用 いて挙動解析 を行な

い、PFOS発 生機構 をFig.2の よ うに提案 した。

　PFOS問 題 においてPFOSの 環境内運命 は充分に

明 らかになっ ていない。そ こでシ ミュ レー シ ョンを

行 い、その環境 内運命お よび リスク評価 について検

討 した。その結果、粉 じん状のPFOSは 大気に放出

され拡散す るが、大部分 が地表面に沈下す る。 また

環境水 中で も表層水 を拡散す るが、海底 に沈み こみ

蓄積 してい くこ とが確認 された。また健康へ の リス

クは大 きいことも明 らかになった。

Flg.1PFOS発 生機構(生 分解)

Fig.2PFOS発 生機構(燃 焼)

　 水成膜泡消火薬剤 にはフ ッ素系界面活性剤 が添加 されてい るが、その添加 は経験 的に行

なわれてお り学術的 な根拠 はあ ま り存在 しない。 そ こで フ ッ素系界 面活性剤 の役割 につい

て検討 し、代替物への知見 にっいて検討 した。 フッ素系界 面活性剤 の添加 には表面 張力の

低 下に よる拡散性 の向上 と、 フッ素による負触媒効果 が考 え られ る。 しか し、燃 焼 に よ り

生 じた ラジカルの捕捉能が フ ッ素は弱いこ とか らフッ素系界 面活性剤 の添加 には主 に拡散

性の向上が寄与 してお り、 この結果 マラン ゴニ対流が生 じてい る と考 え られ る。 これ らの

ことか ら炭 素数 が6の フッ素系界面活性剤 を使 用す ることを提案 し、 リスク評価 を行なつ

たところかな りリスクが低減 され るこ とが明 らかになった。






